
/17 1 

2017.09.01 

ケータイ・ライフスタイルの研究（３） 

―  シニアのスマホ所有／非所有に    
      影響する要因  ― 

飽戸 弘  （東京大学名誉教授） 
栗原 一浩※ （ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所） 
○吉良 文夫  （ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所） 

※ 現：ドコモ・サポート株式会社 



2 /17 目次 
１．背景 
２．概要（今回の発表内容について） 
３．シニア全体の特徴 
     3-1. 基本属性、ICTデバイス所有 
     3-2. 人間関係への影響、ライフスタイル項目 
     3-3. 日々の活動に着目した類型化 

４．スマホ所有/スマホ非所有を目的変数とした 
  数量化理論第II類の計算結果 
     4-1. 偏相関係数、カテゴリーウェイト 
     4-2. 判別グラフ 

５．まとめ 







5 /17 調査概要 

「経年概況調査※」（定量調査） 
   ※ 2017年調査は従来割付に加えてシニアを対象とした割付を実施。 

  調査時期 ： 2017年1月～2月 

  調査対象 ： 関東（1都6県）居住の15～79歳の男女  

  標本抽出法： クォータ・サンプリング  
            （性別・年齢・居住エリアで割付） 

        【対象１】 15～79歳の男女 「328サンプル回収」 
        【対象２】 60～79歳の男女 「412サンプル回収」 

  調査方法  ： 訪問留置調査 

分析データ（ 60～79歳）として510サンプルを利用 
 （対象１の60歳以上の98サンプル ＋ 対象２の412サンプル） 
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シニアのスマホ所有に影響する要因について考察するため、 
スマホ所有／非所有を外的基準、以下の変数を説明変数とし、 
数量化理論第Ⅱ類による分析を実施 

※ 専業主婦・主夫を有職とした場合（有職率 63％）。なお専業主婦・主夫を無職とした場合の有職率は 42％ 

  

性年代 
グループ 
 
5歳刻み 

経済的 
ゆとり 
 
４段階 

時間的 
ゆとり 
 
４段階 

人間関係へ
の影響 
 
3段階 

イノベータ
得点 
 
3段階 

即時―遅延
志向 
 
3段階 

日々の活動
クラスタ 
 
5クラスタ 

職業（退職
前含む） 
 
4分類 

就労 
状況 
 

有職/無職 

性年代グループ 1 -0.12  0.11  0.08  0.11  0.16  -0.04  0.13  -0.27  

経済的ゆとり ― 1 -0.32  0.08  -0.01  -0.21  0.15  -0.01  -0.02  

時間的ゆとり ― ― 1 -0.13  0.05  0.03  -0.13  -0.03  -0.20  

人間関係への影響 ― ― ― 1  0.10  0.03  0.05  0.03  -0.01  

イノベータ得点 ― ― ― ― 1  0.29  0.08  0.05  -0.01  

即時―遅延志向 ― ― ― ― ― 1  0.06  0.09  -0.07  

日々の活動クラスタ ― ― ― ― ― ― 1  -0.10  -0.02  

職業（退職前含む） ― ― ― ― ― ― ― 1  0.38  

参考）就労状況※ ― ― ― ― ― ― ― ― 1 

相関行列 
（単相関） 

数量化理論第II類の説明変数について 

↑分析の支障となる高い変数間相関が無いことを確認 
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まとめ 

スマホ所有／非所有を外的基準とした数量化理論第Ⅱ類により
シニアのスマホ所有に影響する要因について考察 

・最も影響が大きな項目は、性年代グループ 
  ↑ 若い年代層ほどスマホを所有 

・２～５位は、意識や生活態度のライフスタイル項目が並ぶ 
  ↑ イノベーター度が高いシニア、日々の活動において積極的な 
   または、家族や友人などと交流（旅行・趣味、外食など）が盛んな 
   シニアがスマホを所有   

・ ６、７位は、経済的ゆとり、職業と続く 

シニアにおけるスマホの利用促進には、旅行や趣味などの 
ライフスタイルに立脚したアプローチが重要 



  最後 

ご清聴ありがとうございました。 


